
131名の総代に出席いただきました

通常総代会通常総代会第70回

　３月７日㈮、網走四地区学校生活協同組合の第70回通
常総代会が開催されました。事業報告では、自主供給高
が3,963万円（前年比78.5%）、斡旋供給高が9,262万円
（前年比62.8%）、当期剰余金は△282万円という厳しい
決算が報告されました。この結果は、昨今の経済状況が
私たちに与える影響を示しています。
　また、子法人の決算概況や次年度の事業計画について
も審議され、全ての事項が無事に承認されました。年度
末の多忙な時期にもかかわらずご出席いただいた総代、
理事、監事、そしてご来賓の皆様に、心より感謝申し上
げます。

網走四地区学校生活協同組合

　昨年度の活動を振り返り、私たちが実感しているのは、
社会全体が合理的な方向へと進み、消費行動に抑制的な
傾向が見られることです。生活協同組合は、もともと私
たち自身の手で生活の安定と向上を目指して作られたも
ので、時代と共にその役割も進化してきました。しかし、
戦後間もない時期の物資供給が主な目的だった時代と、
物があふれる現代では、「生活の安定と文化の向上」の
概念が異なってきたように感じます。

　現代社会では人と人とのつながりが希薄になりつつあ
りますが、その中で私たちが大切にしているのは、学校
訪問を通じた対面での営業活動です。これこそが網走四
地区学校生活協同組合の強みであり、顧客との信頼関係
を築く上で重要な手段です。
　この強みをさらに活かし、知恵を絞って、困難な時代
においても持続的な発展を目指して組織一丸となって取
り組んでまいります。

　２月20日㈭「スマート農業による北海道農業の今後の
展望－普及に向けた協同組合の役割」と題したオンライ
ン公開講演会には178名の参加を頂きました。
　講演では、野口先生より、スマート農業の現状と未来、
そして、協同組合の役割について、大変貴重なお話をい
ただきました。スマート農業が北海道農業の持続的な発
展に不可欠な要素であり、その普及に協同組合が大いに
貢献できることを、改めて認識させてくれるものでした。
　豊かな大地が広がる北海道は、我が国随一の食料基地
であり、その一次産業を強固に守り抜くことは、食料安
全保障の確保という観点からも極めて重要なことです。
　スマート農業は、自動化・ロボット化による人手不足

の解消や、データ活
用による農業技術の
継承など、多岐にわ
たる特徴を持ってい
ます。講演の「まと
め」では、リモート
農業、露地野菜作・
果樹作への拡大、ス
マートフードチェー
ン、そして人材育成
は、今後のスマート
農業の普及において
特に重要なポイント
となることが示され
ました。
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昨年の大海チケット利用の子ども達から頂いた感謝の写真です

防災学習会の一コマ

吉野家さん提供　牛丼並盛

運営者さんへ配布、ＬＬ牛乳

もど 堂こ 食 道 ト 活ク 告海 ッ ー 報北 ネ ワ 動

こども食堂北海道ネットワーク事務局長　松本 克博

20252025年度も年度も
沢山沢山のの企業様企業様からのからの応援企画応援企画ででスタートスタートしますします！感謝！！感謝！

　今年も「大海チケット」！有難うございます！

日本ハム選手会様からのご厚意で始まった

公式戦観戦招待の活動も早くも４年目に入りま

す。確保席数も年々増やして頂き、延べ1000

人近い子ども達や親子の皆さんにプロスポーツ

の醍醐味を味わって頂く事ができました！「有

難う！」のメッセージと子ども達の変化、成長

についても沢山の嬉しい報告を頂戴しておりま

す。ネットワークができる協働事業の益々の拡

がりを創る！夢を今年も沢山の企業様と追いか

けていきます（^^♪

様々な提供企画でも人気№１は「吉野家牛丼」企
画です！抽選での企画にも関わらず申し込みが殺到し
ています！北日本吉野家様の提供で始まった同企画も
順調に４年を経過して延べ「7000食」の無料提供を
頂いております。美味しいうちに食べて欲しい！と云
う吉野家さんの思いを子ども達に伝えるために120分
以内の喫食になる様、作る側も対応する側も相互に気
配りをして継続しております。また札幌市内限定には
なりますが「ふわもちカンパニー様」の「ドーナツ提
供」、また、この２～４月には道とホクレン様提供に
よる「牛乳消費キャンペーン」で沢山のＬＬ牛乳を子
ども達に飲んで頂いております。
　また「水産物荷主協会」様提供の「お魚」の提供、
東日本フード様提供による「畜肉製品」利用もLINE
とインターネットで繋いで頂きながら沢山の子ども達
に食して頂いております。こういう繋がりの中から生

まれる沢山のエピソードを提供者さんにお返ししなが
ら更なる支援の輪を拡大していきたいと考えておりま
す。道生協連参画の会員生協様に於かれましても「体
験イベント」や「相互交流」企画で子ども食堂との繋
がりを創って頂ければと思います（^^♪宜しくお願
い致します！


